
 

 

 

令 和 ７ 年 １ 月 １ ５ 日 

                               北 海 道 開 発 局 

 

令和６年度「かわたびほっかいどう」活動報告会を開催します！ 
～地域の魅力がいっぱいつまった活動を紹介します～ 

 

 

 

１ 開催日時 令和７年１月２２日（水）１３：３０～１６：４５ 
 

 ２ 開催場所 会場 及び Web 配信 

        会場（札幌第１合同庁舎 ２階講堂  住所：札幌市北区北８条西２丁目） 
 

３ 対  象 報道関係機関（一般の方は対象としておりません） 
 

４ 参加申込  取材を希望される方は、１月２０日（月）１２時までに「氏名、所属（会社名

等）、電話番号」を記載の上、以下のメールアドレスまでお申し込みください。 

Mail：kawatabi.hokkaido@gmail.com 
 

５ 添付資料 かわたびほっかいどう大賞告知ポスター 別紙１ 

        令和６年度かわたびほっかいどう活動報告会 発表一覧 別紙２ 

 

【「かわたびほっかいどう」とは】 

北海道の豊かな自然と河川に関わる活動を通じ、地域の活性化や振興を図り、北海道の魅力を

最大限に引き出すことを目的として、その達成を目指す活動です。 

キャッチフレーズは、みんなで水辺を「つくる」、水辺と周辺のまちや地域が一体となって「つ

ながる」、水辺やその周辺地域・文化・歴史を「はぐくむ」こととします。  

詳しい情報は以下のホームページに掲載しています。 

https://kawatabi-hokkaido.com/ 

 

 

北海道開発局では、地域の活性化や振興を図り、北海道の魅力を最大限に引き出すことを目的と

する『かわたびほっかいどう』の取組を推進しています。 

令和６年に実施した全道各地の取組について、令和７年１月２２日（水）に活動報告会を行い、

外部審査員により大賞と優秀賞を選定、後日発表します。 

【問合せ先】国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

建設部 河川工事課 河川技術対策官 三浦 剛志（内線5313） 

建設部 河川工事課 上席治水専門官 大西 正容（内線5967） 

北海道開発局ホームページ http://www.hkd.mlit.go.jp/ 



2024

かわたびほっかいどう大賞は、かわたびほっかいどう
への積極的な関わりや情報発信へのモチベーション
アップを目的とし、みんなで水辺を「つくる」、水辺と周辺
のまちや地域が一体となって「つながる」、水辺やその周
辺地域・文化・歴史を「はぐくむ」ことへ繋げていきます。

かわたびほっかいどう大賞、優秀賞に選出された取り
組みはHP以外のメディアでも紹介し、北海道の川の魅
力をPRする活動に利用していきます。

https://kawatabi-hokkaido.com/

Search!かわたびほっかいどう

北海道の水辺の観光情報サイト
お問い合わせ先
（事務局）

〒001-0011
札幌市北区北11条西2丁目2番17号　セントラル札幌北ビル2階
TEL 011-299-7708　FAX 011-299-7550
Mail　kawatabi.hokkaido@gmail.com

一般財団法人 石狩川振興財団
かわたびサポートデスク

担当：田中、鈴木、藤田

川の魅力
の

一等賞！

大賞

かわたびほっかいどうで紹介された
各開発建設部の取り組み（記事）から、
特に優れた内容のものを表彰する
「かわたびほっかいどう大賞」！ 【対象】

令和6年1月～12月の間
活動報告書を提出した取り組み。

【選考方法】
かわたびほっかいどう大賞
審査委員による審査

【選考基準】
6つの観点で評価!
●継続性
サスティナビリティ

●連携性
地域との結びつき、地域住民の理解、
連帯感

●先進性
「かわたびほっかいどう」のモデルと
なる視点の新しさ、個性

●創意工夫
オリジナリティ

●効果
地域活性化、振興

●展開性
全道、全国の地域外への良い波及

●かわたびほっかいどう活動報告会

令和7年１月22日（水）13:30～
札幌第１合同庁舎２階  講堂
（札幌市北区北8条西2丁目）

●かわたびほっかいどう大賞2023  …………………………………………………………………
【大賞受賞】 一般社団法人 千歳青年会議所、千歳市、千歳川河川事務所
「水辺で千歳の“みらい”を語ろう-RIVER CITY PROJECT CHITOSE みらいEXPO-開催」
千歳青年会議所が中心となって2014年から開催されているイベント。これまで継続してイベントを開催していること、地域
に根ざした取り組みになっていることなどが評価されました。

　　　　　　　　 
　　　 

　　　　別紙１ 




